
3 広報すおう大島 平成 18 年 ( 2006 年 )10 月号

■
会
場
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
平
野
２
６
９
‐
４
４

　

周
防
大
島
が
生
ん
だ
民
俗
学
の
巨
人
・
宮
本
常
一
先
生

は
、
各
地
の
村
お
こ
し
、
町
お
こ
し
に
関
わ
っ
た
実
践
者

で
し
た
。
企
画
展
や
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
宮
本
学
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
村
し
ば
い

｢

坂
本
竜
馬
と
長
州
大
工｣

（
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
有
）

■
日
時
／

　

11
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
30

　

分
〜
11
時
30

　

分
■
出
演
／

　

周
防
大
島
町

　

の
皆
さ
ん

基
調
講
演

｢

地
方
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
‐
宮
本
常
一
か
ら

学
ん
だ
こ
と
‐｣

（
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
有
）

■
日
時
／
11
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
講
師
／
毛
利
甚
八
さ
ん

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
33
年
、
長
崎
県
佐
世
保
市
出
身
。
大
学
卒
業

　

後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
な
り
、
昭
和
61
年
か
ら

　

漫
画｢

家
栽
の
人｣

の
原
作
を
開
始
。
平
成
７
年

　

よ
り
宮
本
常
一
の
足
跡
を
追
う
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

　

｢

宮
本
常
一
を
歩
く
」
を
手
が
け
、
全
国
の
辺
境

　

を
足
掛
け
４
年
に
わ
た
っ
て
旅
す
る
。

　

現
在
は
少
年
院
の

　

篤
志
面
接
員
を
務

　

め
な
が
ら
、
執
筆

　

活
動
を
続
け
て
い

　

ま
す
。

ミ
ニ
講
座
（
入
場
無
料
）

　

町
並
み
や
景
観
か
ら
地
域
を
読
み
解
く
方
法
を
、
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

■
講
師
／
香
月
洋
一
郎
さ
ん
（
神
奈
川
大
学
教
授
）

　
　
　
　

谷
沢
明
さ
ん
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）

※
香
月
先
生
の
講
座
は
、
同
日
午
後
に
実
施
す
る
野
外
学

　

習
会
参
加
者
の
た
め
の
講
座
と
な
り
ま
す
が
、
野
外
学

　

習
会
に
参
加
し
な
い
方
の
聴
講
も
可
能
で
す
（
野
外
学

　

習
会
の
参
加
者
募
集
は
、
す
で
に
終
了
し
ま
し
た
）。

　長州大工って何？
　江戸時代から明治・大正のこ
ろにかけて、周防大島を拠点に
活躍した大工のこと。活動範囲は朝鮮半島や台
湾にまでおよび、愛媛県や高知県では、長州大
工が建てた寺社や民家が三百軒以上も確認され
ています。その長州大工をテーマに、町民有志
の皆さんが村芝居を演じ、建物の写真などをパ
ネルで展示します。ぜひ、ご来場ください。

◆問い合わせ
第 21回国民文化祭周防大島町実行委員会事務局
（周防大島町教育委員会内）
☎０８２０（７８）２２０５　
ファックス０８２０（７８）０９０９
Ｅメール　syakai@town.suo-oshima.lg.jp

企
画
展
（
入
場
無
料
）

　

｢

瀬
戸
内
海｣

を
テ
ー
マ
に
、
宮
本

常
一
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
撮
影
し
た
写

真
や
資
料
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

｢

私
た
ち
の
周
防
大
島
写
真
展｣

や
長

州
大
工
に
関
す
る
展
示
も
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
３
日
㈮
㈷
〜
12
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

宮本常一特別企画
｢あるく みる きく ｣

毛利甚八さん

宮本常一先生（１９０７～８１）


